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「研究者一覧」の作成にご協力いただきまして、ありがとう
ございました。「研究紹介シート」につきましては、随時受
け付けしておりますので、引き続きご協力くださいますよう
お願い申し上げます。 

社会連携センター  発行  

liaison@cc.nara-wu.ac.jp 

南市恵比寿神社「五日戎」(1/5) 

１．研究成果最適展開支援プログラム  (A –STEP／ NexTEP  A) 

 NexTEP  A 
   平成２８年３月３１日（木）正午まで随時受付中！ 

 概要： 大学等の研究成果に基づくシーズを用いた、企業等が行う開発リスクを伴う規模の大きい
開発をＪＳＴが支援（開発費の９割） 
 開発費・開発期間： 原則１億円～１５億円、原則１０年以下 
 ※開発不成功の場合、ＪＳＴが支出した開発費の９０％の返還を免除 
 
 
 対象分野： グリーンイノベーション 
       ライフイノベーション 
       ナノ・材料 
       情報通信分野 
       社会基盤 

NexTEP-Aタイプは、平成24年度補正予算で実施
した産学共同実用化開発事業(NexTEP)のスキー
ムに基づき、A-STEP（委託開発）を改編したもの。 

開発目標に対して成功、不成功を判断。市場動向などは判断材料に入らないことを注意！ 

国立研究開発法人日本医療研究開発機構（ＡＭＥＤ）の設立に伴い、 

医療分野の研究開発は募集対象外！ 

２．マッチングプランナープログラム「企業ニーズ解決試験」課題 

 平成２８年３月１５日（火）正午まで随時受付中！ 

 概要： 企業等の開発ニーズの解決等のため、大学等を対象に、大学等が保有する研究成果、 
     知的財産を活用した試験研究等を支援 
 開発費 ： 基準額 170 万円（間接経費を含む）基準額を超える申請も可能 
 開発期間： 平成28 年6 月1 日から平成29 年3 月31 日までの10 ヶ月間 
 対象分野： 上記NexTEP A と同じ 



２．活動報告 

 ■ 奈良経済同友会一月例会（第１０回奈良女子大学との交流・懇談会 ）(1/18) 
 
 本学において、奈良経済同友会との交流・懇談会が開催されました。
この交流・懇談会は、奈良経済同友会と本学との連携を深め、地域の活
性化に一層貢献することを目的に平成18年度から開催されているもの
です。奈良経済同友会山本太治代表幹事(株式会社三輪そうめん山本社長
)及び今岡春樹学長の開会挨拶ののち本学が本年度後期より事業をおこな
っています文部科学省「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（
COC＋）」【共創郷育：「やまと」再構築プロジェクト】の取り組み
について紹介が行われました。 
http://www.nara-wu.ac.jp/yamato/index.html 
研究トピックスとして本学生研究院活環境科学系教授井上裕康、准教授
中田理恵子の内閣府戦略的イノベーション創造プログラムでの取組事例
紹介「健康長寿社会を目指した食と運動による代謝改善効果の検討」が
なされました。 

申請までの流れ ；①マッチングプランナーが企業ニーズを把握し、解決すべき技術的課題を特定。 
         ②マッチングプランナーが企業ニーズの解決につながり得る最適な大学シーズを全国から 
          探索・提案し、マッチングを行う。 
         ③マッチングプランナーが企業等および大学等と調整の上、三者連名で大学等の研究者 
          が代表して本プログラムに申請。 
  ※申請に当たってはマッチングプランナーの見解が必須  

研究開発期間中、マッチングプランナーが大学等や企業等を訪問し、大学シーズの詳細把握、研
究開発の実施状況、企業等への技術移転等への取り組み状況等を確認の上、研究開発･技術移転
の方向性等について相談、助言等を行います。 
 

「マッチングプランナー」とは、企業ニーズを把握し、全国の大
学シーズの中からその解決に資するものを結びつける専門家です。
全国を｢東北・北海道｣、｢広域関東圏｣、｢近畿・中部｣、｢中国・
四国｣、｢九州・沖縄｣の5 つに分割し、各地域にマッチングプラ
ンナーの活動拠点(マッチングプランナーオフィス)を設置してお
ります。 

 ■ 奈良女子大学第13回研究フォーラム(1/28) 

 研究フォーラムは、これまで10年以上にわたり、大学研究教育の最新
動向や知見に関する情報交換の場として、毎年テーマを設定して開催され
てきました。本年度は、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」が平成26
年12月27日に閣議決定され、産学金官がそれぞれの強みを生かして連携
する取組みが全国的に加速されていることをふまえ、地域に関連する研究
事例プログラムが組まれました。50名の出席者のうちの1／3は奈良県自
治体関係者でした。研究院生活環境科学系の教授中山徹より、自治体によ
る総合戦略立案の動向及び市民参加型のプログラム作りの重要性の説明が
なされた後、地域資源として伝統的木造建造物の補強設計、薬業の先進地
としての奈良、生物多様性による豊かな自然再生、災害を契機とした十津
川村復興事例についての研究内容をそれぞれ、本学講師瀧野、奈良県立大
学野高教授、本学教授遊佐、本学講師室崎から紹介されました。さらに地
銀南都銀行での地方創生に対する取組み紹介についても時間が設けられま
した。地方創生をきっかけとして、市民がしっかりと地域の今後を考える
ことの重要性を各種データを通じて再認識するとともに、奈良の地域資源
に関する興味深い研究内容に参加された方々は熱心に聞き入っておられま
した。 



３．大学グッズ情報 

■ 大学オリジナルタオル 
 
 
 
 
 
 
 
■ Ａ５版メモノート 
 
 
■ 大学なし地袋 
 
 学会などでパンフレット数冊を入れて配付される 
 のに最適です。「なし地」は柔らかなビニールで 
 すので上品な感じとなります。 

材質：梨地 生地色：乳白 サイズ：厚み0.07mm  
幅350×高310mm 印刷：表裏シルバー 製袋：サイドシール 

材質：梨地 生地色：乳白 サイズ：厚み0.07mm  
幅250×高310mm印刷：表裏ピンク 製袋：サイドシール 

実際の色はもっと
桃色です。 

Size A5 32p 

いずれも社会連携センターで無償配布していますのでご利用ください。 

社会連携センターへの寄付金を使って作成しました。 
学外機関や学会関係者などへの手土産や、学生参加品等にご利用 
ください。なお、個人使用での利用はご遠慮ください。ご利用に 
あたっては社会連携センターへお問合せください。 
              内線３３３８（担当；森田） 

 

４．奈良女子大学メールマガジン 

 現在、社会連携センターで出しております「奈良女子大学メールマガジン」は、この２月１９日（金）配信

で５３０号を数えます。人気の「季節の写真便りコーナー」や「大学探検隊コーナー」でご紹介した写真は１

８５００枚。現在の読者数は約９１０名です。 

 広報的な記事や写真がございましたら、 

e-magazine@cc.nara-wu.ac.jp 宛てにお知らせください。 

 また、 e-magazine@cc.nara-wu.ac.jp 宛てにメールタイトルを「登録」として空メールを送信していただ

けますと、登録させていただきます。研究室の学生さんなどにもご紹介してください。 

５．各種公募情報 

公募情報についてはリアルタイムに 

下記WEBにて随時公開中です。 

http://koto3.nara-wu.ac.jp/kenkyu/kakenjosei.html 

ここでは研究助成公募を載せています。 

各種表彰などについては下記ＵＲＬをご参照ください。 

http://koto3.nara-wu.ac.jp/kenkyu/josei/koubo.html 

また本学に募集のあった共同研究の公募については 

http://koto3.nara-wu.ac.jp/kenkyu/josei/kyoudou.html 

をご参照ください。 



(株)リバネス 第30回リバネス研究費 C.L-RAD賞 D.日本マイクロソフト賞               
【公募時期】 C.平成28年2月29日 D.平成28年3月31日 各日24時(着)  
【助成対象】 募集要項をご覧下さい           
【助成金額】 50万円/件 他 
【備  考】 申請対象:若手研究者(40才以下)  申請には会員登録が必要 
 
(公財)タカノ農芸化学研究助成財団 平成28年度研究助成                 
【公募時期】 ～平成28年3月10日（必着）  
【助成対象】 豆類や穀類の生産技術、食品機能、納豆菌等微生物の特性・酵素等に関する研究 
                   A.一般(年齢制限なし) B.若手(40歳未満)           
【助成金額】 A.100万円/件 B.50万円/件 1年 
【備  考】 応募対象:昭和51年4月1日以降生まれの研究者 大学院生申請可 
 
東京バイオマーカー・イノベーション技術研究組合 第4回TOBIRA研究助成                
【公募時期】 平成28年2月29日（必着）  
【助成対象】 バイオマーカー、診断薬、医療用診断機器および基礎医学に関する研究          
【助成金額】 総額50万円 
【備  考】 学生応募可 
 
(公財)関西エネルギー･リサイクル科学研究振興財団 平成28年度助成事業 
 A.研究助成 B.研究成果の出版助成 C.研究発表会等の開催助成                
【学内締切】 A.8/22 B.C.- 
【助成対象】 第25回エネルギー・リサイクル分野 第22回総合防災科学分野 
       A.研究費の助成 B.内外学術雑誌投稿料等の助成  
       C.研究発表会、シンポジウム、学会および国際会議等の開催費用の助成          
【助成金額】1件あたり上限 A.100万円 B.10万円 C.40万円 
       A.1又は2年 B.H28/4～H29/3 H28/10～H29/3  
                   C.H28/4～H28/10   H28/10～H29/3 
【備  考】 応募対象:常勤研究者 博士後期課程の大学院生を含む 
       申込書類(Word形式)については、HPよりご請求ください。 
 
北九州市立松本清張記念館 第18回松本清張研究奨励事業                
【公募時期】 平成28年3月31日（必着）  
【助成対象】松本清張の作品や人物を研究する活動 
                  松本清張0万円/件の精神を継承する創造的かつ斬新な活動(調査、研究等)          
【助成金額】上限12 
 
(一般財)東和食品研究振興会 平成28年度学術奨励金                
【学内締切】 平成28年3月22日 
【助成対象】 食品科学に関する研究          
【助成金額】 上限200万円/件 
【備  考】 所属機関の長(学系長)の推薦状要 
 
科学技術振興機構(JST) 平成28年度マッチングプランナープログラム「企業ニーズ解決試験」課題の公募      
【公募時期】 平成28年3月15日（正午必着）  
【助成対象】 地域における企業の競争力強化に資するべく、企業等の開発ニーズの解決等のため、大学等を 
                   対象に、大学等が保有する研究成果、知的財産を活用した試験研究等を支援する          
【助成金額】 170万円(間接経費含む)/件 H28/6～H29/3末 
【備  考】 申請は電子申請のみ e-Radポータルサイト 
                   申請者・企業担当者・JSTマッチングプランナーとの面談要 
                   申請希望の場合は、2月中に社会連携推進係(内線2135)まで連絡をお願いします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

奈良女子大学 社会連携センター 


